
独自の技術で
ごみを溶かして作られた砂が、
農作物の収穫量を20パーセント増やし、
温暖化防止にもつながっていく
毎日の生活を送る中で発生し、自治体によって大量に収集される一般ごみ。
ごみの分別回収、リサイクル・リユースといった取り組みが進んだとはいえ、
最終処分場の残余容量は約20年とされています。
この課題に対して、私たちは40年前から取り組んできました。
焼却ではなく溶融というごみ処理方法を開発し、灰ではなく砂（溶融スラグ）とすることで
土木用材料として100パーセント再利用できるシステムをつくってきたのです。
公共工事の減少にともない、供給先の確保が難しくなる中で、新たに打った一手。
〈一般廃棄物溶融スラグの肥料化〉について紹介しましょう。

　廃棄物の溶融スラグという〈資源〉
　
　私たちが長年取り組んできた環境事業の一つに、ごみ処理施設
の建設があります。製鉄の高炉技術を応用した〈ガス化溶融炉〉
によって、ごみを燃やすのではなく、高温下で溶かす。排ガスの
放出や、最終処分場へと持ち込む量を極めて少なく抑えられる方
式です。
　大気汚染の懸念や、新たな埋立地の確保が年々厳しくなる中、
独自の技術を磨きながら、自治体のごみ問題を解決してきました。

1979年に岩手県釡石市で建設した一号機から約40年、これまで
に手がけたごみ処理施設は全国32に及びます。その歩みの中で
注力してきたのが、ごみの再資源化です。
　ごみを焼却すると出る灰が、ガス化溶融炉では砂状の〈溶融ス
ラグ〉として産出されます。製鉄の際にも産出され、土木用材料
として再利用されてきたスラグを、なんとか生かせないだろうか。
私たちは溶融スラグを〈エヌエスエコサンドⓇ〉として商品化しま
した。その販売やリサーチを担う事業会社を1998年に発足。道
路のアスファルトやコンクリート骨材、グラウンドの排水改善、

魚礁・藻場ブロックなど、さまざま
な用途に広めてきました。
　ところが近年、公共工事の減少に
ともない、供給先も減りつつありま
す。私たちが掲げているのは、溶融

スラグの〈再利用率100パーセント〉という徹底した目標です。
その実現のためには、これまでとは発想の異なる、まったく新し
い用途の開発が不可欠でした。

　けい酸とカルシウムに着目。産官学連携による共同試験へ

　きっかけは、７年前から開始した、ゴルフ場での再利用でした。
高温溶融という特性上、雑草の発生原因となる雑菌がないことか
ら、私たちは芝育成用の土としての提案を進めていきます。すると、
いくつものゴルフ場において、従来の土よりも芝の育成状況が良
好なことが確認できたのです。
 「芝はイネ科の植物だから、水稲栽培にも使えるのではないか」
　イネ科の作物では、通常の肥料に〈けい酸質肥料〉を加えると、
収穫量が増えることが知られています。製鉄プロセスで発生する
鉄鋼スラグは古くからけい酸質肥料として流通しており、高炉技
術を応用した当社のガス化溶融炉から産出される溶融スラグも高
炉スラグと似通っています。
　こうして、溶融スラグの肥料化に向けた取り組みはスタートし
ました。まず私たちは、ごみ処理施設を納めた実績のある、静岡
市に相談を持ちかけました。地元で出たごみから肥料をつくり、
地元の水田に蒔き、地元の消費者にコメを届ける。その趣旨に賛

同した静岡市の紹介
により、静岡大学農
学部の先生にも協力
いただけることにな
りました。
 「これは非常にいい
ものです。絶対に効

果があります」
　研究室での分析結果から返ってきたのは、とても心強い反応で
した。水稲の育成を促すための、可溶性けい酸とアルカリ分（カ
ルシウム）が豊富に含まれていることが立証されたのです。そし
て、静岡市・静岡大学との産官学連携による、水田での共同試験
へとフェーズは移ります。使用したコシヒカリの苗は極めて順
調に、すくすくと育っていきました。しかし、肥料化するための
大きな壁が、私たちの前に立ちはだかっていたのです。

　人の口に入る作物。その肥料として安全なのか？

　成分や効果がいくら確認されていても、肥料として市場に出
すには、農林水産省による登録認可が必要です。そこで肥料登
録の手続き窓口である農林水産消費安全技術センター（FAMIC）
を通じての、農林水産省とのやり取りが始まりました。FAMIC
は地産地消や資源循環に前向きで、経験を基に多くのアドバイ
スを受けました。
　しかし、通常の肥料は原料が選べるのに対し、一般廃棄物から
できている溶融スラグはそれができないという、前例のない課
題に直面することになります。  「安全性が確保出来るのか？」と
いう疑問を払拭するためFAMICとの幾度にもわたる協議を重
ねました。
　約1800度の熱でごみを溶融するというプロセスの原理から、
有機分がすべて分解されるのはもちろん、重金属類はほとんどが
気化、結果として天然砂並みの安全性をもった溶融スラグが産出
されます。また、この原理を裏付けるべく静岡はもちろん他地域
で稼働している施設の溶融スラグを集めて、投入するごみの違い
や季節的なごみの変化における、肥料としての安全性を確認して
いきました。
　また、百聞は一見にしかずです。農林水産省の関係者を招き、
実際の溶融炉や溶融スラグの産出の現場を見てもらうことで、
「これだけきちんと溶けていれば安全だ」「天然の砂と何ら違わな
い」という言葉をいただけるほど、理解を得ることができました。

　肥料の効果確認にあたっては静岡大学に多大なご協力をいた
だきました。試験では学内にある草の生い茂った現場の田起こ
しから始め、ゼミの学生と泥まみれになって田植えを行いました。
また、ポッド（植木鉢）試験では100鉢を越える数の試料がそれ
ぞれ同一条件で育成されるよう鉢の位置を毎日入れ替えし、定期
的に成長度合いの測定を行っていただきました。これら一つひ
とつがデータとして記録され登録申請のための報告書として取
りまとめられました。
　このような地道な取り組みの末、仮登録できたのが2017年の
３月です。最初にFAMICに相談してから５年の月日が経ってい
ました。一般廃棄物を起源とする肥料の仮登録は全国で初めてで
あり、農林水産省としても画期的な事例となりました。2017年
６月、静岡市役所にて、この仮登録を産官学連携の成果として共
同記者発表し、大きな反響をいただきました。

　収穫量は２割アップ。循環型社会に貢献

　溶融スラグから生まれた新しい肥料を、私たちは〈ディーエム
ケイカルⓇ〉と名付けました。収穫量が２割強アップするという
結果が、これまでの試験で実証されています。多く撒きすぎると
発育障害で収穫が落ち込んでしまう肥料もある中で、その傾向は
現れていません。また、コメの価格が抑えられてきた影響で、土
作りができていない田んぼが増えているという指摘もありますが、
そうした土壌の改善も期待できます。
　こうしたデータをさらに蓄積していくために、私たちはできる
だけ現場に足を運んでいます。静岡のJAにある水稲研究会など、
ざまざまな関係者の協力のもと、草抜きや肥料を撒きに行ったり、
田植えや収穫に行ったり……。季節を感じながら、現場の声を直
に聞くことがエンジニアリングの原点だと考えているからです。
　現在は、私たちが手がけた全国各地の溶融炉の近隣で、〈ディー
エムケイカルⓇ〉を使ってもらう計画を進めています。輸送費も
低く地産地消が成り立ち、資源循環型社会の実現に寄与できるた
めです。さらには、イネの光合成を促進することで、CO2の吸収
率を高め、地球温暖化防止への貢献にもつながります。

　溶融スラグを捨てることなく100％活用する̶。
　静岡大学農学部の協力の下、同学部内においてマコモダケを、
奄美大島においてサトウキビの生育実験を新たにスタートしまし
た。これからも尽きることなく、毎日の生活の中から発生する〈溶
融スラグという資源〉をいかに活用できるか。その可能性につい
て私たちは引き続き模索していきます。
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Japan
●八幡製鉄所
●君津製鉄所
●大分製鉄所
●和歌山製鉄所
●名古屋製鉄所
●鹿島製鉄所
●北海製鉄㈱
●日本コークス工業㈱
●関西化学㈱

China
●宝山鋼鉄
●武漢鋼鉄
●首都鋼鉄
●首鋼京唐鋼鉄

Russia

Africa

Taiwan
●CSC
●中龍鋼鉄India

●TATA Steel
●JSW Steel
●Bhushan Steel

Germany
●RAG

Vietnam

Korea
●POSCO

●Formosa Ha-Tinh Steel（FHS）
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Project Members’ Voice

　CDQは、設置される国の環境保全と省エネのメ

リットを両立させています。私は、2017年４月、

インドでの７基目のプロジェクトを順調に立ち

上げた後、同７月からベトナムFormosa Ha-Tinh 

Steel Corporation向けCDQプロジェクトのサイ

トマネジャーとして現地に滞在しています。こ

のプラントに誇りをもって、グループの総力を挙

げてCDQ建設プロジェクトを推進しています。

本プロジェクトが今後のモデルとなることを確

信しています。

My first experience for CDQ Project was TATA Steel 
Kalinganagar Phase-1 CDQ Project in India. I had been 
engaging in the project with NSENGI and BJCEEE 
member for almost 1 year. 
I’m very excited to work with them again for Formosa 
Ha-Tinh Steel Corporation CDQ Project.  
I’m keen to learn and adopt CDQ technology and 
construction management skills through this project to 
become site manager for upcoming CDQ Project in India.
I’ll try my best to attain the successful completion of the 
project with eagerness.

BJCEEEの王軍さん（右）とNSEIの
Bishwjeet Belthariaさん（左）BJCEEE/ 王軍さん

ベトナム/FHS Projectに従事する王軍氏（BJCEEE）とBeltharia氏（NSEI）

NSEI/Mr.Bishwjeet Beltharia

　始まりは、ロシアでの出会い
 
　鉄が生み出されるプロセスは、大きくは４つです。原料となる
鉄鉱石を焼き固める→還元剤となるコークスを蒸し焼きにする→
その二つを高炉に入れ、熱風と酸素を吹き込んでドロドロになる
まで溶かす→下に溜まった銑鉄を製鋼工程に運ぶ。
　約1000度まで熱せられたコークスは、高炉へ搬送するため消
火設備によって温度を下げる必要があります。ところが、水で急
冷する湿式という方法では、多孔化や内部亀裂といった問題を回
避できず、大量に発生する粉じんも環境負荷を及ぼしていました。
こうした課題を解決することが、設備のエンジニアリングを担う
私たちに課せられたのです。
　そして1970年代後半、製鉄プラント建設のために世界中を飛
び回るなかで、従来にない優れた「消火設備」に出会いました。
旧ソ連で開発されたCDQ（コークス乾式消火設備）です。コー
クスの粉じんを大幅に減らし、コークス顕熱を回収し蒸気による
発電で省エネにも繋がる。従来の湿式型にはない数々の優位性は、
当時の担当者たちにとって衝撃的なものでした。
　日本鉄鋼業では、省エネ・環境対策設備として即効性のある技
術が求められていた時代です。私たちはCDQをロシアから技術
導入する決断をし、その後、1980年代から1990年代に高効率大
型化へと独自開発を積み重ね、日本市場に適した設備として発展
させてきました。

　合弁会社を設立し、中国に50基以上を建設

　環境問題への対策は、自国だけではなく世界レベルで講じてい
かなければなりません。私たちが日本に続いて力を入れたのは、
2000年前後から急速な発展を続けた中国市場です。鉄鋼業の成
長に合わせて省エネ・環境対策が進むことを捉え、2003年には
北京に合弁会社「BJCEEE」を設立。中国国内でCDQの設計か
ら建設まで、一貫したエンジニアリング全般を担える技術集団へ
と育ててきました。
　文化や価値観の異なる中国において、教育は一筋縄ではいきま
せん。たとえば、中国人は総じて実践的な意味合いを感じなけれ

ば学ぼうとはしません。その一方、いい仕事に携わりたいという
上昇志向と熱い思いがあります。
　そんな中国人スタッフの良さをうまく引き出すにはどうすれば
いいだろう？　試行錯誤の中で行きついたのは、できるだけ実行
プロジェクトを通じOJTで指導していくことでした。実体験を
伴った学びの繰り返しが、彼ら彼女らのレベル向上には適した手
法だと分かったためです。
　また、「結果よければ全てよし」と考える傾向にあるため、プロ
セスの重要さを理論立てて説くことに注力しました。当社グルー
プの一員としての意識づけのため、北九州の技術拠点にBJCEEE
社員を受け入れ、約１年の実務研修を行う制度もつくりました。
　こうして少しずつ高めていった現地スタッフの技術力と人材力
に支えられながら、中国各地での事業展開は進んでいきます。立
ち上げ時にはわずか５名だったスタッフも、いまでは100名以上
にまで拡大しました。
現在は、BJCEEEの
手がけたCDQは中
国全土で50基以上に
及び、急速な経済成
長下での環境負荷軽
減に貢献しています。
　
　高さ30m、1/1モデル試作という覚悟

　CDQの開発テーマの一つに、コークス炉の大型化への対応が
あります。単純にCDQのサイズを大きくすれば済むわけではあ
りません。処理量が多くなると、冷却塔（チャンバー）サイズが
大きくなり、冷却に必要なガスの流量も多くなります。チャンバ
ー内での冷却性能の維持や、コークスの浮上や飛散を抑えるよう
にするなど、さまざまな工夫を盛り込んできました。
　中でも転機となったのは、従来の２基分相当、処理能力が
260 t /時という世界最大のCDQプラントの開発です。200ｔ/
時が限度とされていた当時、過去の技術資料を徹底的に洗い直し、
まずは小型模型での仮説検証を繰り返しました。
　しかし、提案先である中国の製鉄会社は、導入には消極的でし

中国／首鋼京唐鋼鉄No.1 CDQ（2010年立ち上げ）

た。規模に比例し
て投資コストも大
きくなるため、二
の足を踏むのは無
理もありません。
それでも私たちに
は、「なんとして
でも世に出したい
！」という強い思
いがありました。
長い目で見たとき、

その顧客の利益になることはもちろん、環境負荷軽減や省エネに
大きな効果をもたらす、新たなモデルケースを世界に示せると考
えたからです。
　そこで私たちは、実物大の実験プラントを北九州の開発拠点
に建設しました。これで結果が出なければ、膨大な時間とコス
トはムダになります。高さ30mにおよぶ実験プラントは、私た
ちの覚悟をそのまま体現したものでした。中国から招いた顧客
たちが見守る中での実証試験は、無事に成功を収めます。こう
して私たちは、シビアな目を持つ中国顧客からの正式受注を、つ
まりは信頼を勝ち取ることができたのです。

　インドでの歩みを着実に進めるために

　中国でのプレゼンスを確固たるものにした私たちは、次なる
市場へと挑戦しました。工業化が著しい、インドです。今後20
～30基という市場が期待できるなか、ここ数年で10基を受注し、
すでに７基を建設しました。
　インドでの歩みを着実に進めるべく、現地事業会社である
「NSEI※」の体制強化に私たちは取り組み始めました。インド
で作ったインド製品をインド国内に納めてメンテナンスも国内
で実行できる体制および、対応面で顧客から安心いただける仕
組みの構築です。そのために大事なのは、インドにおいても中
国と同様に実行案件を通じて実践形式でナショナルスタッフを
育成することです。インド特有の商習慣にも気を配りながら、

インド人エンジニアの技術力を向上させるべく、試行錯誤しな
がら進めています。

　そしてベトナムへ。さらにはアジアを越えていく

　2017年には、初進出となるベトナムで、２基を受注しました。
同国で初の大型一貫製鉄所に、私たちのCDQが導入されること
が決まったのです。これは、中国やインドで積み重ねてきた実績が、
高く評価された証に他なりません。日本からの輸出という形では
なく、中国に設立して育ててきたBJCEEEと一緒に市場展開し
たことに、大きな意義があると私たちは考えています。
　未来図として描いているのは、可能性を秘めた国々へのさらな
る事業展開です。鉄鋼需要の伸びが見込まれる開発途上国におい
て、鉄鋼生産量には直結しない環境・省エネ設備であるCDQを
いかに普及させるか。私たちの真価が問われることになります。
　そして、もう一つ視野に入れているのが、CDQの生みの親で
もあるロシアです。旧ソ連時代に建設されたまま40年以上にわ
たって稼働し続け、今は老朽化の進んだ設備が大半を占めてい
ます。それらを格段に進化させた最新型へと刷新していくことで、
かつて技術を学んだ現地エンジニアへの恩返しをしたい。そん
な思いを胸に、ロシア各地での活動を私たちは進めています。

■CDQプラントの主な建設実績
※CDQの累計基数合計126基（CO2削減効果 2,244万tーCO2/年）

※NSEI＝Nippon Steel & Sumikin Engineering India Pvt. Ltd.
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Stakeholder’s Voice

　静岡市では、公共工事において、溶融ス
ラグを利用してきましたが、その多くが、
上下水道管埋設工事で使用される管巻砂で、
今後、下水道工事の縮小などに伴い、溶融
スラグの需要の減少が予想されます。
　将来にわたって、継続的に安定した利用
を図るためには、公共工事における利用用
途の拡大や、新たな分野での活用が必要と
なります。貴社には、本市西ケ谷清掃工場
稼働当初から、溶融スラグの利用拡大の検
討をお願いしてきましたが、その一つとし
て、５年前に「肥料化」のご提案をいただき、
地元の静岡大学と産・学・官の連携により、

研究を進めてきました。
　このたび、肥料仮登録への運びとなり、
農作物への利用が可能となったことで、本
市の溶融スラグの安全性、価値がさらに高
まったと考えています。
　貴社からも、溶融炉の付加価値の向上が
見込めるとのお話を伺い、今回の研究が、
静岡市、貴社両者にとってまさにWin-Win
の結果をもたらすことができたといえるの
ではないでしょうか。
　肥料化に向けたイネ科植物の生育試験に
おいては、民間企業ならではの、機動力、
情報力により、地元静岡大学や、また奄美

大島などの遠隔地での実験や検討を迅速に
進めていただくことができました。
　溶融スラグについては、引き続き、イネ
科植物以外の肥
料効果や、その
他の分野での研
究を進めていま
すが、今後ます
ます進展し、さ
らなる利用用途
の拡大が実現す
ることを期待し
ています。

静岡市上下水道局 水道部水道管路課
参事兼係長 星野浩之様静岡市の溶融スラグが、日本で初めて肥料として認められました
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　廃棄物の溶融スラグという〈資源〉
　
　私たちが長年取り組んできた環境事業の一つに、ごみ処理施設
の建設があります。製鉄の高炉技術を応用した〈ガス化溶融炉〉
によって、ごみを燃やすのではなく、高温下で溶かす。排ガスの
放出や、最終処分場へと持ち込む量を極めて少なく抑えられる方
式です。
　大気汚染の懸念や、新たな埋立地の確保が年々厳しくなる中、
独自の技術を磨きながら、自治体のごみ問題を解決してきました。

1979年に岩手県釡石市で建設した一号機から約40年、これまで
に手がけたごみ処理施設は全国32に及びます。その歩みの中で
注力してきたのが、ごみの再資源化です。
　ごみを焼却すると出る灰が、ガス化溶融炉では砂状の〈溶融ス
ラグ〉として産出されます。製鉄の際にも産出され、土木用材料
として再利用されてきたスラグを、なんとか生かせないだろうか。
私たちは溶融スラグを〈エヌエスエコサンドⓇ〉として商品化しま
した。その販売やリサーチを担う事業会社を1998年に発足。道
路のアスファルトやコンクリート骨材、グラウンドの排水改善、

魚礁・藻場ブロックなど、さまざま
な用途に広めてきました。
　ところが近年、公共工事の減少に
ともない、供給先も減りつつありま
す。私たちが掲げているのは、溶融

スラグの〈再利用率100パーセント〉という徹底した目標です。
その実現のためには、これまでとは発想の異なる、まったく新し
い用途の開発が不可欠でした。

　けい酸とカルシウムに着目。産官学連携による共同試験へ

　きっかけは、７年前から開始した、ゴルフ場での再利用でした。
高温溶融という特性上、雑草の発生原因となる雑菌がないことか
ら、私たちは芝育成用の土としての提案を進めていきます。すると、
いくつものゴルフ場において、従来の土よりも芝の育成状況が良
好なことが確認できたのです。
 「芝はイネ科の植物だから、水稲栽培にも使えるのではないか」
　イネ科の作物では、通常の肥料に〈けい酸質肥料〉を加えると、
収穫量が増えることが知られています。製鉄プロセスで発生する
鉄鋼スラグは古くからけい酸質肥料として流通しており、高炉技
術を応用した当社のガス化溶融炉から産出される溶融スラグも高
炉スラグと似通っています。
　こうして、溶融スラグの肥料化に向けた取り組みはスタートし
ました。まず私たちは、ごみ処理施設を納めた実績のある、静岡
市に相談を持ちかけました。地元で出たごみから肥料をつくり、
地元の水田に蒔き、地元の消費者にコメを届ける。その趣旨に賛

同した静岡市の紹介
により、静岡大学農
学部の先生にも協力
いただけることにな
りました。
 「これは非常にいい
ものです。絶対に効

果があります」
　研究室での分析結果から返ってきたのは、とても心強い反応で
した。水稲の育成を促すための、可溶性けい酸とアルカリ分（カ
ルシウム）が豊富に含まれていることが立証されたのです。そし
て、静岡市・静岡大学との産官学連携による、水田での共同試験
へとフェーズは移ります。使用したコシヒカリの苗は極めて順
調に、すくすくと育っていきました。しかし、肥料化するための
大きな壁が、私たちの前に立ちはだかっていたのです。

　人の口に入る作物。その肥料として安全なのか？

　成分や効果がいくら確認されていても、肥料として市場に出
すには、農林水産省による登録認可が必要です。そこで肥料登
録の手続き窓口である農林水産消費安全技術センター（FAMIC）
を通じての、農林水産省とのやり取りが始まりました。FAMIC
は地産地消や資源循環に前向きで、経験を基に多くのアドバイ
スを受けました。
　しかし、通常の肥料は原料が選べるのに対し、一般廃棄物から
できている溶融スラグはそれができないという、前例のない課
題に直面することになります。  「安全性が確保出来るのか？」と
いう疑問を払拭するためFAMICとの幾度にもわたる協議を重
ねました。
　約1800度の熱でごみを溶融するというプロセスの原理から、
有機分がすべて分解されるのはもちろん、重金属類はほとんどが
気化、結果として天然砂並みの安全性をもった溶融スラグが産出
されます。また、この原理を裏付けるべく静岡はもちろん他地域
で稼働している施設の溶融スラグを集めて、投入するごみの違い
や季節的なごみの変化における、肥料としての安全性を確認して
いきました。
　また、百聞は一見にしかずです。農林水産省の関係者を招き、
実際の溶融炉や溶融スラグの産出の現場を見てもらうことで、
「これだけきちんと溶けていれば安全だ」「天然の砂と何ら違わな
い」という言葉をいただけるほど、理解を得ることができました。

　肥料の効果確認にあたっては静岡大学に多大なご協力をいた
だきました。試験では学内にある草の生い茂った現場の田起こ
しから始め、ゼミの学生と泥まみれになって田植えを行いました。
また、ポッド（植木鉢）試験では100鉢を越える数の試料がそれ
ぞれ同一条件で育成されるよう鉢の位置を毎日入れ替えし、定期
的に成長度合いの測定を行っていただきました。これら一つひ
とつがデータとして記録され登録申請のための報告書として取
りまとめられました。
　このような地道な取り組みの末、仮登録できたのが2017年の
３月です。最初にFAMICに相談してから５年の月日が経ってい
ました。一般廃棄物を起源とする肥料の仮登録は全国で初めてで
あり、農林水産省としても画期的な事例となりました。2017年
６月、静岡市役所にて、この仮登録を産官学連携の成果として共
同記者発表し、大きな反響をいただきました。

　収穫量は２割アップ。循環型社会に貢献

　溶融スラグから生まれた新しい肥料を、私たちは〈ディーエム
ケイカルⓇ〉と名付けました。収穫量が２割強アップするという
結果が、これまでの試験で実証されています。多く撒きすぎると
発育障害で収穫が落ち込んでしまう肥料もある中で、その傾向は
現れていません。また、コメの価格が抑えられてきた影響で、土
作りができていない田んぼが増えているという指摘もありますが、
そうした土壌の改善も期待できます。
　こうしたデータをさらに蓄積していくために、私たちはできる
だけ現場に足を運んでいます。静岡のJAにある水稲研究会など、
ざまざまな関係者の協力のもと、草抜きや肥料を撒きに行ったり、
田植えや収穫に行ったり……。季節を感じながら、現場の声を直
に聞くことがエンジニアリングの原点だと考えているからです。
　現在は、私たちが手がけた全国各地の溶融炉の近隣で、〈ディー
エムケイカルⓇ〉を使ってもらう計画を進めています。輸送費も
低く地産地消が成り立ち、資源循環型社会の実現に寄与できるた
めです。さらには、イネの光合成を促進することで、CO2の吸収
率を高め、地球温暖化防止への貢献にもつながります。

　溶融スラグを捨てることなく100％活用する̶。
　静岡大学農学部の協力の下、同学部内においてマコモダケを、
奄美大島においてサトウキビの生育実験を新たにスタートしまし
た。これからも尽きることなく、毎日の生活の中から発生する〈溶
融スラグという資源〉をいかに活用できるか。その可能性につい
て私たちは引き続き模索していきます。

■溶融・資源化プロセス

溶融スラグ

ポット試験の様子
溶融スラグ使用 スラグなし比較肥料（ケイカル）

❶静岡市の当社グループ会社社員所有の水田。ディーエムケイカルⓇの散布作業　
❷溶融スラグ肥料を用いた水田の田植えの様子（2018年6月）　❸「けい酸質肥料」
への仮登録は、溶融スラグ販売代理店である「エヌジェイ・エコサービス」が受領した。
❹粘り強く取り組んできた、環境ソリューション事業部の住（左）と梶山（右）。
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Stakeholder’s Voice
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同記者発表し、大きな反響をいただきました。

　収穫量は２割アップ。循環型社会に貢献

　溶融スラグから生まれた新しい肥料を、私たちは〈ディーエム
ケイカルⓇ〉と名付けました。収穫量が２割強アップするという
結果が、これまでの試験で実証されています。多く撒きすぎると
発育障害で収穫が落ち込んでしまう肥料もある中で、その傾向は
現れていません。また、コメの価格が抑えられてきた影響で、土
作りができていない田んぼが増えているという指摘もありますが、
そうした土壌の改善も期待できます。
　こうしたデータをさらに蓄積していくために、私たちはできる
だけ現場に足を運んでいます。静岡のJAにある水稲研究会など、
ざまざまな関係者の協力のもと、草抜きや肥料を撒きに行ったり、
田植えや収穫に行ったり……。季節を感じながら、現場の声を直
に聞くことがエンジニアリングの原点だと考えているからです。
　現在は、私たちが手がけた全国各地の溶融炉の近隣で、〈ディー
エムケイカルⓇ〉を使ってもらう計画を進めています。輸送費も
低く地産地消が成り立ち、資源循環型社会の実現に寄与できるた
めです。さらには、イネの光合成を促進することで、CO2の吸収
率を高め、地球温暖化防止への貢献にもつながります。

　溶融スラグを捨てることなく100％活用する̶。
　静岡大学農学部の協力の下、同学部内においてマコモダケを、
奄美大島においてサトウキビの生育実験を新たにスタートしまし
た。これからも尽きることなく、毎日の生活の中から発生する〈溶
融スラグという資源〉をいかに活用できるか。その可能性につい
て私たちは引き続き模索していきます。

■溶融・資源化プロセス

溶融スラグ

ポット試験の様子
溶融スラグ使用 スラグなし比較肥料（ケイカル）

❶静岡市の当社グループ会社社員所有の水田。ディーエムケイカルⓇの散布作業　
❷溶融スラグ肥料を用いた水田の田植えの様子（2018年6月）　❸「けい酸質肥料」
への仮登録は、溶融スラグ販売代理店である「エヌジェイ・エコサービス」が受領した。
❹粘り強く取り組んできた、環境ソリューション事業部の住（左）と梶山（右）。
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